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-肢体不自由特別支援学校における教材と指導法の開発
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重度重複障害見の認知l学習では、教材・教具の果たす役割は非常に大きく、また指導において細かな配慮や留意点

があると考えられる。多様な教材・教具を使った 2つの指導事例からは、重j支重複障害児の認知i学習において留意す

べきポイントとして、以下の 3点が明らかとなった。

①学習に意識をII:IJけやすい姿勢を工夫していくこと

②子どもの視線の向きに着日した教材提示をすること

③子どもがすべきことが分かりやすい支援(環境の整理・応答性の高い教材・明確な教示)をしていくこと

キー・ワード:重度重複障害児認知発達教材・教具

1 . 目的(はじめに)

重度重複障害児の認知発達において、障害が重度であ

ればあるほど教材・教具の果たす役割は非常に大きいと

える。宇佐)11(2007a)は、発達臨床における教具の果

たす役割として、①教具使用が情緒の安定に貢献するこ

と、②教呉は手と iヨの協応を育て、認知・言語の発達の

基礎となること、①教具は多面的な発達支援に貢献でき

ること、④発達に対応した教授法の必要性、の 4点、をあ

げて整理している。

報告では、 fjER党と連立すJの高次化理論J(宇佐川

2007a、2007b)を参考に、重度重複障害児の認知学習に

おける実態把握と指導目標の設定を行い、多様な教材-

教具を用いて実践した指導事例を 2つ取り上げる。 2事

例の指導の手続きと成果について、考察を加えて報告す

るとともに、両事例に共通して見られる、重度重複障害

児の認知学習に有効な支援や教材を|粥らかにすることを

iヨ的とする。(文責:武部綾子)
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1 事例 1:見た物に手を伸ばす事を目指した事例

( 1 )対象児:小 I男児。

障害名は体幹1m肢麻埠・知的障害・視覚障害・てんか

んとされている。入学試験時の遠城寺式・乳幼児発達検

査の結果は、移動運動 0:4~ 0:5、手の運動 0:1~ 0:2、

基本的習慣 0:0~ 0:1、対人関係 0:1~ 0:2、発詑 0:4~ 

0:5、言語理解 0:0~ 0:1を示した。

*筑波大学附属桐がl王特別l支短学校

〆1.5

本児は、心身障害児総合医療療育センタ -g在日支療設|認

に長期にわたって入所している。身体加では、定はな

く体幹も不安定である。!腕を目的的ではないが、 !こ下左

右に動かす等の動きが見られる。また手指に緊張はない

が腕や肩の緊張が強くなることがある。 J能力は正常との

古参断ではあるカ人 i呼びかけによる反応は見られなし」ね1

力・色覚・視野においては、表出の少なさから不明な

が多く、また触覚や聴覚、視覚からの情報を取り込むこ

とが難しく、発声などの表現も少ないため言葉によるや

りとりは難しし'1 0 また手を祇める等の I~I 己刺激を求める

ことが頻繁にあり、心理的に安定しないときは、右手で、

顎を打つ I~I 傷的な行為が見られる。姿勢について、 1ílJ 1:大

位は、手足を動かし落ち着かないことがあるが、 JJ嬰や)胞

をイ111展して寝返りをすることができる。座{立姿勢では、

あぐら座で頭を下げ、背中を丸めて姿勢をとることはで

きるが、不安定で姿勢は崩れやすい。桁子やクッショ

ンチェアなどで安定した姿勢はとることができるが、首

や J]9'[を不随意的によく動かしている。下肢はJm~ を突っ限

ることができ、体幹部の支えを必要とするが、立位姿勢

をとることができる。宇佐川の明論では、第 1I畜I水準

党入力水準Jにあてはまる児童であった。本児につ

いて、以降は A児と記す。

( 2 )対象の授業場回

201X 年 6 月~ 12月「↑lulyJIj課題jおよび円建康.E:! 

常生活習慣の学習Jでの指導(週に 5IITI、11mは 10分



程度)

( 3 )指導目標

指導目擦は、作成した A児の課題関連図 (Fig.l)を参

!~試しながら、 tJ、下の 2 点とした。

l張問 山 い ザ l
lil~j/，*ている~l 左胸中品 l 
i殺関節が図 I左側械やJ I 

①手を使って探索する(物が自にはいると手を伸ばす)

ことができる。

②首を保持し安定して、座ることができる。

5月作成ω

12J=l方自筆u

i間保持装置つぎ酬明!足掛閣できる臓をつくる';1i立を散るω|

己
l械を良品.'I 
l丁吋倒的ζ即 i!ァー臭い!と笑顔μi

i 射手の臭いを唆ぐと濁りを応部~I

Fig.1 A究課題関連国

(4 )指導結果及び概11自 動きは見られなかったが、 A児の右下に光を灯した11寺

A児にとってどのような素材が触覚や聴覚、視覚か

らの情報を取り込みやすいか、またどのような教材・教

具が適しているかを、感覚や姿勢、運動の笛から確かめ

ながら指導を展開した。指導教材は、 A児が起こした

行動のフィードノtックによって因果関係が理j梓しやすい

スイッチ教材を使用することとした。スイッチは宇佐川

(2007a)を参考-に作成した。

触覚については、小豆、ゴムボール、エアークッショ

ン、木の棒、発{抱スチロー jレの棒に対する反応を観察し

た。結果、木の俸と発砲スチロールの棒を近づけると指

を添えることができた。またJJ支|払{立やクッションチェア

のように顔を起こした姿勢であれば、小豆の_l::.~こ手を広

げて置くことができた。聴覚については、風、雷、ピス

トル、教師の声、鉄琴、鈴、レインスティック、電子ピ

アノの音を間かせると、)武や雨、雷等の自然の音にや11妙

な表情をしたり、笑ったりする。小型扇風機の)!lilにも喜

ぶことがあった。視覚については、点滅ライトや点灯ラ

イトで赤い光、青い光に対する反誌を試すと、日で追う
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に一瞬白を向けることがあり、光は捉えられるようで

あった。

学習時の姿勢については、 JII間 (2010)を参考に、がIJ臥

位、腹臥位、クッションチェアでの座位姿勢を検討し

た。結果、 {ilJI玖位(写真 1)では、腕や足が動きやすく不

随意的に動き、手が物に触れている尚も動いているた

め、 A児にとっては、物の感覚を感じ取りにくい姿勢

であった。Jl支臥{立(写真 2)では、顔が起きやすいように

土台に三角マットを使用した。 感触や不慣れな姿勢から

嫌がることがあり、自ら寝返りをしてしまう等、 A児

にとっては、落ち着かない姿勢であった。クッション

チェア(写真 3)を使った座位では、お尻が落ち込み過ぎ

ないようにタオル等で座面が平坦になるようにし、また

顔が起きやすいようにブーメランクッションを体幹部に

着け、Jjすを預けておけるようにすると、手を自由に動か

すことができた。これらのことから、学習時の姿勢は、

クッションチェアを使った座位姿勢に閤定し、 6月に指

導の記録を始めた。 (Table1)



視覚的な配慮として、スイッチを置く台は、スイッチ

が目立つように黒い紙で覆い、右下を-1瞬見ることがあ

ることから右側に設置し、棒のスイッチ(写真 4)の側に

)tニ小型扇風機(写真 7)を回すことで、因果関係の理

解を促すようにした。指導者のかかわり方について、始

めのうちは、手を取ってスイッチを操作する運動の方向

を示すようにした。また手を祇める等の行動や!おちの

白傷的な行動を抑えるようにした。

Table1 指導経過 6月から 9月まで

回数〈月)，， 1 . 1更用教材(=)指導上の留意点 師事項 l

_--';，'X'書オ1-
¥ ・司』エベチ ._---、

!宅葺くち様子写

-格ヌイッヂ〈写真心と爵風機〈写真 7) ，1 f問臣，1，1宝、目立、自のwrにあるものには、向とな〈融るこ H

l回目以降 1<制民，U宝，胞臣，¥，(.¥L， }アヅシヨンヂェ7>-可 iとがある。脂製位では，頭を反るととが各い0 ・Pッシ

(6月) ， 1 :ゴ >'.:fェ7ではョ視綿はスイッラ院のあるフ?をちらーコと

見る。 腕や患を不随意的に動かすととが多い。

-うtるヌイヅヂ(写真むと扇思桜 f空手真 7)，1ゆっ〈りと左右に蓄を掘旬、ちらヮと昆るととが各<1. 

自由目以毘|寸ツ汁汁エ7>官

( 6月)

12回自以降 1 .振動プ。イッヂ〈写真自〉↓

( s月1 可 i 〈:ク、.~} シヨン手ェア:::-、

なった。スイッヂに当たった時に、腕や足0)動きを止

めるととがある。スイッヂを自分"の方へ引き写せると

とがあった。 慣を指りながらちらヮと昆るト

AlRと一緒にスィ、フヂに触ると F 振動に実関を見せ 1 .. 

る。 ゆちくりと左右に首を掘り，ちらつと見るととは

あるが，再度スィ、~}~許を触るととはなかった。

• dむし、〈。るみを1すけた捧スイヴヂ〈写真 1(1) 1 ゆヮ〈りと左右に首を振りアちらつと見る。両手を古 1<

17回目以降 1，と高風機[写真 7) ・:売るスイッヂ〈写真 5)1わせたり 3 日仇、たりしたあと F 手を持繁に上下に動力、

(7丹〉屯 |と扇凱桜〈写真 7) ! I・す動きが見られた。スイッヂに当たるととが争力、つ

〈クッシゴンヂェ7〉1 ||手足を不随意的に動かす i畠然スイッヂに当たる， 1

21回目以降 1.光るスイッヂ〈写真むと高風桜〈写真 7)1 手を動かしスイ、~.l:rに当たり曲が始まると， ，~売や足を

け月〉言 1 .光るスイッヂ〈写真 5)と電子ピアノ〈写|動かすととが少なくなりラ音を聴いている様子が見ち

真 11) く:予、~? :-/ョ .... -..ヂェ7>-τ れる。|ピアノ司音を聴いでし、るL
-光るスイッヂ〔写真 5)と扇風桜〈写真 7)1黒い衝立が京になるのか手をなめたり，顎を打ったり

(=)手JE在不随意的に動かし、手を口にλれる|する筈の自慢的な行為が増えるG 宰

筈F;苦ち若きがないときは p 指導者が手のひ|スイッヂが光った時にヲちちっと見ることが増えたU 1 
m回目以降|ちゃ、足底を叩いて、感覚モはっきりさーせる

(9丹〉、 |ようにしてからスイッヂに誘導する。

。黒紙で寝った1"1藍立で"u児を屈J耳元スイッヂ

を見やすいように視覚環境を笠える。

くクッシゴンチェア〉、

-売るスイッヂ(写真 5)と震民桜〈写真 7)1蓄を掘りスイヴヂを見るととはあるが F A1足0)手を誘

4100目以降 1.黒い衝立 。ちらつと昆たら査ぐにスイッ i等すると F 自慢的な行為や自己刺激的な行為が見られ

(H月〉、 1・ヂに誘導で~きるようにする。姿勢は p 上半島 jる。また頚を下げたり p 蓄を，f.(らせたりするととも増

〈て〉動きが大:き〈ならないよう，足底を皮に若 jえる。

けて};'<。

く産位保持京置っき格子 >;1



写真 1仰臥位 写真2仰臥位 写真 31'iションチ17

写真4棒のスイッチ

写真 6触ると振動するスイッチ

10月(50ITIJ I~r 以降)に他学級の教師}、障害児教育を専

iヨ"Jとする大学教員とケース検討会を行い、姿勢につい

て、休のjll111を安定させるためや上半身の不随意的な運動

を1f1lえるために、鹿位保持装置っき桁子(写真 8)でのj主

位に変更した。また指導者のかかわり方については、 A
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写真 5倒すと光るスイッチ

写真 7鼠嵐機

;I己がスイッチを見たfl寺を捉えて、すぐスイッチに触るよ

う伝えることができるよう、正面から支援し A児が注

意を向けやすいようにした。(写真 9)また触ったときに

賞賛していくことで正しい動きを強めていくように変更

した (Table2)。



Table2 指導経過 10月から 12月まで

回数(舟〉、I. f更用教材。指導上情意点~t，設事項 i 児童の様子可

く姿事与〉、

・振動スイッヂ(写真 S) I ~，主意を向ける範囲を明確にしたととで F 動きは少なく i 唱

・光るスイッ手〈写真 5)と罷患柑〈写真 7}1なった。振動スイッヂは，触れると実際が見ちれるが

目・黒い積立↓ j践を向けるととはない。光るスイッヂのフヲ泣，ちらつ
50回目以誌 I___ "_'~~ ._ ..>.._..>_  •• ••••• • •• I 

I ()指導者が正面に庄町，首が後方に.I3tちさな iと尽を向けるととがある。
(10月)， I 

いように F 続を押さえておき，スイッヂ操作|怜意を向ける回数が増える|、

をf.~すí~lj())討を固定し，シ主意を向けやすい空

屈をつ〈る。 <J座往時持装霊っき格子〉、

-振動スイッヂ{写真 S) ，揺動スイッヂは F 指〈引付け根を曲げて掠れるととは

Sl団自以降 1・光るスィ、yヂ(写真 5)と震風桜〈写真 7)1あるが，百を向けるととはない。

(10月〉、 I .黒い積立↓ i光るスイッヂのフヲも，開を向けて、指〈万iすけ根を曲げ

く座位保持装置っき椅子〉唱 |て触るととがあった。障の付け根を曲ザて触る|、

-振動スイッヂ{写真 S)↓ i焼き芋:を阜の前に呈示1_...，匂いを自主がせると，すぐ~に l'

-光るスイッヂ〈写真 5)と高風桜〈写真 7)1辺りを見渡すように左右に首を掘った様、焼き芋に口

S5回目以降

(10月j

五
一
↓

写ー
立

芋

櫨
sc 

焼

黒

を向付'て〈る。焼き芋に融りやすいように，肘を支える

がア手を{申(まそうとしな1，-・、

。教師が正面に，@り，焼き芋を自の前に呈示|りを見渡す動きを引き出しやすい。呈:示場所在変えて

匂いをE具 が せ る よ う に する(1もそめ方向に，口をj企づけて食べる。

く間開装置っき格子>~ .1 匂レを駅と蓄を掘り罰りを見た後に、口を近づけて食べる， I 

-振動スイッヂ〈写真 S) ，据動スイッヂは，音を聴いただけでも湾関をみせる0) l' 

・:715るスィ、ジヂ(写真めど扇風桜〈写真 7)1振動するヌイッヂや震甑躍には， :1きで、と，持，口で、揺

・~.f.尭き芋〈写真 1 :::)・黒い衝立動を感じるようになる。まだ手は出ないが，開を近づ

S ~3 園陸以降 I ()iJ，児が詰意を向けやすい姿勢を捕がちた |ける。

( 11月)， Iり，妻宅持ちが乗らなかったりするときは、手|除でと，挽口で振動を感じる
1
，

:::1四百以臨 E

I .吾芭に:光るヌイヴヂ〈写真 12.>
(12月〉、 iz

・焼き芋(写真 H:).黒い積立

-:::庄位保持装置っき拍子〉屯

のひらや足底:を叩いて、感覚をはヮきりさせ

るようにしてから姿現在つ〈るようにする。

〈 j堕位保持装置っき椅子〉、

-指革命スイッヂ〈写真 S) ム |振動スイッヂは，触ってから見る。口で骨折l.るp 触っ l'

-光るスィ、ジヂ〈写真 5)と扇風桜〈写真 7)1てから援り口へ運ぶとどがある。青い光は，すぐに視

線を送り， 少し長〈目を向けている。焼き芋を捕で触

れる。手に持たせると腕は動かさなレが，ロを近づけ

て食べる。 陣ってかち毘る，頬守触れる|、

写真8産位保持装置っき
椅子

写真9注意を向けやすい
姿勢

り



( 6 )考察

写真 10ぬいぐるみを付
けた棒スイッチ

写真 12押すと青く光る
スイッチ

指導経過と A児の様子からは、以下のような変化が

観察された。

91ヨlヨの指導以降、蓄を振りながらちらつとスイッチ

を見ることが多くなったo 17 回 I~I .l)、降、両手を合わせ

たり、 1:11]いたりする等の動きが見られると共に腕を上 F

に動かす不総意的な動きが見られ、偶然スイッチに当た

ることが多くなった。 21IHI日以降、偶然でもスイッチ

に当たりピアノ教材から 111:1が流れると、 [VJきを止めるこ

とがあった。 50四百 tj，11年、注意を向けやすい姿勢にし

たことで、首を反らせることや腕を上一れこ動かす等の不

主的な動きはなくなり、注意を向けていられることが

増えた。 61lfi:l日以降、光るスイッチにj領を向け、 JJ宛は

{111びないものの指の付け根を曲げて触ることがあった 0

65回目以降、焼き芋を A児の鼻先に近づけると、首を

振り)司llilを見渡した後、呈示しである焼き芋に口を近づ

けて食べることがあった。 69四百以降、振動スイッチ

の音がI'M]こえると笑顔が見られるようになった。また指

導者と一緒にスイッチの場所を確認すると、スイッチに

顔を近づけて、頬、おでこ、 iコ唇部で振動を感じること

が多くなった。 81回目以降、振動スイッチを触ってか

ら見ることや、触ってから握り口に運ぶ様子が見られる

ようになった。焼き芋でも i可じように手で持たせると腕

は動かないが、 iコを近づけて食べる様子が見られてい

る。

以上のことから、 A児の手を使つての探索(物が自に

50 

写真 11スイッチを倒す
と曲が流れる

写真 13焼き芋 (A児が握
りやすい大きさ)

はいると手を伸ばす)を、引き出すことはまだ難しい

が、 i奥覚、味覚、仁i唇部やおでこ、頬の皮膚感覚など、

指導の経過とともに、多くの感覚を使って物を捉えよう

とする様子が増えてきていることが分かる。

スイッチ教材については操作すると、音が出たり、 !1iJ)

きが見られたり、光がついたりする等の応答牲が良い物

を使用した。 Iやでも振動スイッチは振動音を聴かせる

だけで、笑顔が見られる等、学習活動への期待感を持た

せることにも繋げることができたと考える。またi司じ指

導者が継続して決まった流れを実践してきたことで、心

理的な安定を図ったことも学習が積み重なる要因と考え

られる。券体征[の課題として座位姿勢の安定に取り組ん

だことも、体の!jill!を安定させるためや上半身の不随意的

な運動を抑えるために有効であった。さらに A児と教

材の位置を近付け、児童がそのときにやらなければなら

ないことが、ほんの少しで済むところから始めるように

したことで、 AY己が教材へと注意を向けることがI首

え、学習活動にチャレンジする機会が増えるという結果

が得られた。まだ自分の動きとその結果を確認するとい

う繋がりは弱く、因果関係の理解にまでは達していない

が、外界に向かう百的的な行動が芽生え始めた段階にき

ていると考えられる。さらにこの流れを継続していくこ

とで、感覚の受容能力そのものが高まり，そのために自

ら姿勢を整え、運動を組み立てようとする力が芽生えて

くると考える。興味があるものがあると、意識を向けや

すいと言われている。この教材がぴったり合うというも



のは子どもによって異なるだろう。このような活動を通

して一緒に探していくことがのぞまれる。(文責:新13::1

賢司)

2，事例 2:視覚認知の発達に着自し

( 1. )対象児:小 3女児。

結書名は尾音I~退行症候群。指導開始時の逮城寺式・乳

幼児発達検査の結果は、移動運動 0:7~ 0:8、手の運動

2:3 ~ 2:6、基本的習慣1:6~ 1:8、対人関係1:9~ 1:11、

発語 1:6~ 1:8、言語理解1:2~ 1:3を示した。箸を用い

て食事をしたり、呼ばれた方向にl三!分で車いすを漕いで

行ったりと、 E:I常慣れ親しんだことについて、;運動面で、

出来ることは多かったが、その意味の翌日 jíjil~や言葉の理解

は11到来であり、言葉の表出は限られていた。宇佐)11の理

論では、第 1}富田水準「知覚運動水準jから第E層N水

「ノfターン知覚水準」に当てはまる。本児について、

tJ、|埠は B児と記す。

( 2 )対象の授業場面

201X 年 6 月~ 201X + 1年3月。 算数の個別授

(週に 3IELI、11亘lは15~ 25分)

( 3 )指導iヨ襟

指導目標は、対象児の実態を踏まえu、下の 2点とし

た。

①手の感覚による試行錯誤ーでなく、「見分ける I~I J I見比

べる I~I Jを脊て、 ]1;や色、写真を見分けたり分類した

り、相手にあわせて選び変えたりする力を身につける。

①決まりきった場面において、言葉で教示が理解でき、

サインや言葉によって要求が伝えられる力を身につけ

る。

(4 )指導結果及び概111各

対象の授業の指導初期 (6月)、中期 (10月)、後期 (2

月、 3月)の 4IELIのビデオ記録を、学習課題と教材、 ;i己

主の様子、児童の自の使い方の 3項目に挙げて表にまと

めた。指導初期を Table3、ヰ1J~)jを Table4、後期を

すable5に示し、特に考察①~①につながる記述につい

ては、それぞれ①下線、②波紋、③二重線、④点線を付

した。

指導は指導者である筆者と対ー国で、座位保持装置っき

椅子での座位で行った。 B児の阿下)j支は短く拘縮してい

たため、精子!こで、あぐら座をとって座る格好になった。

の左側、つまり B 児の右手:~I め lìlJ 方には教材を置く

杭をセットした(写真 14)。また使用教材は宇佐川

(2007)、宮城 (2011)、水口他 (2006)を参考に、準備J'作

成した(写真 15~ 27)。

( 5 )考察

指導初期から後期にかけての B児の様子や I~I の使い

方の変化と認知発注の関わりについて 4つの視点を挙け2

て考察し、有効であったと考えられる指導について以

に述べる。

① I~I の使い方の向一!こによる認知町での成長(表 i千l の下線

の部分)

指導初期に指導者と対而しながらあちこちを向いてい

たB児の視線は、 1:1:1期以降に指導者である筆者に定ま

り、教材の提示を待つ|時間が長くなった。教材を使った

に取りゑoむ1M]は、指導者・台座の教材・提示の教材

の3者向で安定して動くようになっている。また、指導

Ri 学習課題と教番手

Table3 B児への指導の概略(初期)

1 )思童の犠子 自の穫いヌヲ

6 間接
帽鳴を見るカを青てる。

• f見分時るj 告を蕎てるq

?ゼデオ全 1"(分

HDホース剤し{ジグザグ?

j時葉山

@色ペグ閣総{写真同

j jgモンテヅゾ-PJ閣総
1伐→説話〔写真l1J
@:I球・a タイ')'1-'分類

。品物弁霊場得真 1お
{主唱マッチング

@ニ霞パス~_!t， ~枠あり}

唱騎手上で身体を大きぐ動かして重おいている。

包ジグザグ?と位置する:穴を議かち額撃に晃ることはなく 9 一

つずつホースを援し~ )ペを fと ζ だよー;と教員が揺で提示し

た。護示的ホースを詣でつまみド口元に持っていくが，教員

が穴を指し「入れてj と言うとはめるc

~1:屯〉玄i初めは手接りだが， WtJし入札，はめようとする綾子は

あるむ徐々に筏線合す府くむ最後 fできたーと教員が両手をと

って一語にたとく s よそを向き P されるままにしている。

議題だ遂な}:::-:>弘之4一身長主主主三男三ζ主主.~.'公主三;主立たー
塾長虫妻奇想鐸}f:._え喧-:'::;Jf.者j~芯瓦殺やゑ.-ー

を l口川つ汗一ず

「れ勺て~ 1，ばまもう片方:方方の容器にλ入-れるともいLつた

議子もあつたカがれ古-::，塗史ムーまヱ之主主主毘笠ζ三ムヒ盗塁与JE
ぐに入れるようになる会

@ニ詔バヌ~}Lみま片面を先に入れもう片萄をすべらせるだけ

樋教員の動きと提示の教材を

見ている。重量〈方向や動いた

ものに密接を送ることはでき

る窃注援持関は 5秒程度心

吻謝した号入れえびするとこ

ろまでむ克てその娯|現在設が

それる告

噌課題が進むにつれて，安議

が定まることが三るくなるや

.s兜の身体の主中識から 45
度を謡えたあたtよちタトに教

材が来ると.視識で追いかけ

なくなる乞

翠要進主主?r~ごとJ…軽量
立宣義者定定型是iEc去三キーヨ j
張子も見られ詰める。 I

I J1II1U (2006)は視覚認知!の発述を. r見ょうとすることJr迎動の出点としての 11J r述到jを方向付ける 11J r見分ける 11J r見比べる 11J r掠倣す

る I~I J r細部を見分ける，見立てる EIJの7段陥に分けて述べているが，これは':j':佐川 (2007)の r!長jZとi型車}Jの，'::j次1tf'l!'論jにおける 1-Vll水
準にほぼ一致する。
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写真 14 姿勢 写真 15ホースさし 写真 16 色べ夕、

写真 17 円柱さし 写真 18球タイル弁別 写真 19二面パスル

丁able4 B児への指導の概略(中期)

月 学習課題と教材 児童の梅子 自の使い方

l 指導呂探 全体的に身体の大きな動きがなくなり，当初から落ち着 -円柱さしは「じゅんぱんじゅん。-物を見る力、追視するjJを育 いて課題;こ取り組む。教員の提示を待ってし、る。 ばんJという教員の言葉と指さし

てる。 ①自の前で円柱を外して見せ，台患の教材を児童の手前 を手がかりにしながら，台座の教

. r見分けるj 力を育てる。 にして，外した円柱を隠し， 1つず'つ fどうぞj と前に 材の上を視線でなぞる自の動き

示すと手が出て，円柱をもって入れる。設長"":)三整患を が見られ始める。

ピデオ全 12分 笑って「で、き?Jという芦と一緒に「できた」というi -教員が次の教材を示すまで塾長

①モンテッソーリ円柱さし ②教員が 1つずつペグ、を示すと，それをつまんで受け取 を見続けて待っていることが増

(大司小) り教員の掘さしと教材の提示を受けてベグをさす。 えた。

②円形ベグさし{写真 20] ③も①②と i司様の提示。課題の途中に自己刺激的に散を ‘提示の教材と台座の教材を視綜

③問形鉛筆キャップさし 敏い始め，注意が途切れる。 が行き来する場面が多く見られ

@喰延滞(物の永続性課題 :2つ ③の途中で教員が中断し，歌を歌って，課題に戻すこと る。

の室長付き箱とアンパンマン) を数度試みる。気持ちが戻らず，次の課題に移行。 -③の終わり頃，教員を見続けて

{写真 21] 手Ijきま後ふたt 反手IJき手後ふた， 手Ijき手先ふた OK 歌を歌う。教員が歌を歌うと自を

⑤型はめ (0の台座にOとムの 反手IJき手先ふた OK，照時ふたで中止。 見て聞いている。

提示) [写真 221 ⑤気持ちが途切れ，教員が提示するものに手は出すが， -⑤の課題では，視線を向けず教

視線は向きにくい。時間切れで中止。 員が提示する教材に手だけ伸ば

正選択肢後出し は手Ijき手・反手IJき手とも OK すことが増えた。

百宇灯時糊

写真 20円ベグさし 写真 21 延滞 写真 22 型はめ

52. 



Table5 B児への指導の概略(後期)

月 学習課題と教幹 定童の毅子 自の捷い方

2 指導自標 α奇子に座りたがらず床上で。 7つのカップ法鼠行錯誤 -教員の動きを見て次の教材の提

. r見比べるj自を育てる。 で入れたり外したりし， 4屈の試行で完成。議ねたカップ 示を待っている。視線が提示教

-写真カードや具体物を見て を教員の方iこ差し出し fできたJという。 rもつかいや 材・台座教材と教員1:定まる。
「ちょうだしりのサインをした る?Jの間いiこ手で払うしぐさをする。教員が別のカッ -台庫教材を見てベグや竜也な

り，簡単な言葉で表出したりす ブを示し「やる ?Jと開くと手で取ろうとするが，渡さ ど教員が渡してくるのを求めて

るc ず言葉での表示を求めるとうなブいて「やるjという。 顔を挙げる。

ビデオ全 18分 課題に気持ちが向き始め 3 椅子の方向に「おいでjと呼 -全部の穴にペクeや電池を入れ終

①7カップ(大→小)(写真23) ぶと 3 遣ってきて自分でj亙る。 わると教員の顔を見て，渡そうと

②電池さし(菌諒)(写真 24) (忍ID--つずつ提示される電池やホースをつまみ穴に入れ する。

③ホースさし(ジグザグ) る。 I~臨番j に穴をたどる様子ではない。 -教員の顔を見ながら，教材を口

④延滞 (2つの箱とミニカ一、 ④教材に視隷が向きにくくなり，体を動かして拒否。 に入れ，反;むを求める。 fからか

蓋してひっくり返す) 反利き手先ふた OK い行動jが見られ蛤める。

⑤型はめ (0の台廃にOとムの 利き手先ふた前まわり OKで中止。 -吹き流しの笛の提示では，教員

提示) ⑤、⑤、⑦はうつ伏せになり fいーらった-Jの声を発 が左右へと陥1きを変えて吹いて

⑥ベープサート して拒否を示した。 みせると，自で追いかける。何度

⑦具体物を使ったサイン形成 ⑦での吹き流しの笥でi立教員が自の前で吹くと，しば か操り返すと手がlliた。
(ベル吹き涼しの箆) らく見て手を出す。教員は「ちょうだし汁のサインを求 話の前垂路線から左右印度ぐら

(写真25) めるが， B はどうしてよいか分からない綴子。 いのととろまで追視ができる。

3 指導自楳 ①提示の電池を受け取り，投げようとする。笑って fあ -やや興奮状態にある当初は，声

. r見比べるJ告を・育てる。 一つjと声を上げる。 51個自まで投げようとし，教員iま を上げ教材を投げたり [1に入れ

-写真カー!とでやりたいものを 投げようとする手を受け止め穴に導く。やや興奮気味。 たりして教員の顔を見て笑う。

選べるようになる。 最後まで笑いは消えないが，電池を穴に入れようとはす -落ち着くと授棋は，教良と提示

ビデオ 15分 る。 の教材にむき，穴に入れて教員の

。電池さし(遺線) ② fはあjと患をつき落ち着き始める。!っ自に提示さ 顔を見る視線もある。

②PH~ベグ (F9f~) れたベグをロに入れる。教員は無表構でむからベグをと -似3iま台座の次の穴をたどる視

③ホースさし(ジグザグ) り議ガユ"徐交K~Jを主~芝Jぃj塾長，((!-提示士会会_2'去~j!取 線もあり，③は教員の指さしを見

③型はめ(写真2S) って，指さしで示される穴に入札教材の提示を求めて ている。

(0ムの台座に06を入れる) 顔を上げるc .0)ゆとも，課題終了後に教員が

(0口の台鹿にO口を入れる) ③教員の指さしを受けてホースを穴lご入れる。 「できたねjと児童の手のひらに

(ムロの台座にム巳を入れる) ④台座の枠のふちを教員と一緒になぞりーやトザの対~t マ)vを描くと描かれる手のひら

⑤延滞(f号待ふた前まわIj) で入れる。教示通りに入れる。飽きが見られ始める。 を見て教員の僚を見る。

⑤具体物と写真のマッチング ⑤延滞課題は箱とミニカーの提示で教員が進めるが3 表 -⑤では、袋から教員が物を出す

(ベルと吹き流しの箆) 情l:i無表情になり，教材を教員{l!IJへ押しやり拒否。 様子を見ている。教員が取り出し

(写真 27) ⑤袋を示すと教員の提示を待っているe べjレの提示で， て鳴らすべルを見る。「やる ?J

⑦くすぐり遊び 教員の「やる ?jに対して嘗ふり。「うどらない ?Jでう 「やらないとの問いの間，教員

なづき。箆の提示に笑顔と発声。 2枚の写真カードの提 の鋲を見る。笛とベ)~の写真を 2
示iこ見地べて声をあげて笛のカードをたたく。 度&tt竺L_Jlの写;:!に夕立主c

写真 23 7カップ 写真 24 電池さし 写真 25具体物選択



写真 26 型はめ

初期は穴にペグやホースを入れる 11売:間に視線がそれてお

り、悦線で物を追いかける範囲も BJ13の正中線から斜

め 45J支のところに留まっていたが、中期・後期jになる

につれて、行動の終点まで視線が定まり、追いかける範

囲も広がった。

本指導を過して、視覚情報を取り込もうとする意欲と

視線を定位させる力が育ってきており、 13をこれまで以

!こに機能的に使うことができるようになったと言える。

②視覚情報から「理解-選択できるjことの増加1(表l=j::1

の波線の部分)

B児には、初期から後期へと指導が進むにつれて、

手で探った感覚で諜題に取り組むのではなく、次の行動

を方向付けるような I~I の使い方や、次に起こることを予

測して見るといった自の鈍い方が1目え、視覚情報をもと

にして諜題に取り高oむ様子が多く見られるようになった。

例えば、1=1=1J!日以降にはペグさし、電池さしで、次の穴を

視線で捉えたり、指導者が次の教材を提示することを見

して、を挙げて指導者を見たりする枝子が多くなっ

ている。指導後期には写真カードを見比べて、具体物と

を対応させ、欲しい具体物の写真カードに手をイtj:rば

す行動が見られるようになった。仁!こ1~~1J .後J!Jjでの延滞や

型!はめの課題は、拒否反応があり十分に実践できなかっ

たが、後期には 2つのうち片方に物を入れた蓋付きの箱

を、前回りで左右入れ替えても、物の入っている方の葦

を1mけられる力がついている。

このことは、①で述べたように I~l の使い方そのものが

上手くなったことに加え、 B!)己が視覚IYJな情報を行部jの

理由にしたり、逆に次の行動を見通して視覚的に情報を

求めたりといったことができるようになったことを示し

ている。指導初期には、球であるビー玉と四角形である

タイルを、入れ物の葦に入るかどうかで感覚的に弁明jし

ていた B児が、写真による、身近な具体物の画像を視

覚的に捉ええ比べて、見分けることができるようになっ

写真 27写真カード選択

ている。見たものを記憶し、見えないものを推測するよ

うな力がつき始めている。視覚情報を用し 3て分かること

やできることが広がったとすることができる。

③からかい・十I~否・賞賛を求める視線の増加 1 (表1=1::1の二

重線の部分)

i干1HJ1 .後期の B児の様子からは、物を口に入れたり

投げたりして指導者の反応を見る、「からかい行動」を

見てとることができる。また 1=1::1~~)j ・後期には、教員の顔

を児て教材を押しやり l明確な拒否を示す場面が増えた一

方で、 1つの諜題を達成する j支に、賞賛を求めるかのよ

うに教員の顔を見つめる様子がある。

前者のからかい行動は、宇佐川 (20073)も対人関係の

育ちとして言及しているが、本事例で見られる B児の

行部Jも、他者との関わりを求めやりとりを楽しむ行動の

ーっと解釈することができる。また後者の明確な担否や

を求める行動については、指導者である筆者との関

わりにおいて、明確に自分の気持ちを表現することが可

能となり、相手のj又J，t，を伺ったうえでのものと捉えるこ

とカfできる。 B児にとって、;理jiJi(:できることカf広治てった

ことで、人とのやりとりについても、それまで、J_j，J二の広

がりが見られ、関係の築き方がより豊かになってきてい

ると考えられる。

今後、指導を進めていく中では、「からかい遊びjに

終始しないために、また指導者が求める行動がすべて

it巨否」につながらないよう、適切な対応と指;導の工夫

が求められる。

①認知学習における手を使う教材の有効性(表仁!こl点線の

部分)

指導初期と後期には、当初j定まりにくかった B~Iとの

視線が、 をこなす中で定まってきたり、初めに興奮

状態にあった B児の気持ちが、課題が進むにつれて落

ち着きを取り戻したりする場面が見られる。



このように、授業の中で B児が示された自の前の課

題学習に向かう姿勢を作っていけたのは、求められてい

ることやゴールが分かりやすい教材とその提示が背景に

あったと考えられる。入れる、はめるといった教材は、

行動の終点がi開催であり、その場で求められている行動

が分かりやすしユ。また、③で述べたような「からかいj

や円巨否Jの行動についても、あるときは受け止めつつ

も、またあるときは受け流して進めるような展開によっ

て、 B児がすべきことが明雑になり、課題に気持ちが向

けやすくなったのだと考えられる。こういった手だての

中で、 B9ごは課題に集中することができ、力をイ11:1ばして

いくことができたと言える。

(文責:武部綾子)

m.総括

2つの事例から明らかとなった、重度重複障害児の認

知発達を促す指導のポイントを以下にまとめる。

まず初めに、事例 l 見た物に手を{II:Iばす事を目指し

た事例からは、認知学習11寺の姿勢づくりの重要性が示さ

れた。教材をmい子どもの手を使わせて指導する場合に

は、安定した座位の姿勢が有効であった。姿勢の保持が

しい A児に対して、反応を見ながら姿勢保持の道具

を工夫し、指導内容にも姿勢づくりを盛り込むことで、

指導者が意図する反応が引き出しやすいようになった。

続いて、事例 2:視覚認知:1の発達に着目した事例から

は、子どもの視線と自の使い方の向上から認知発達を捉

えていくことの重要性が示された。学習場面において

は、 B児が視覚対象をどのように捉えているのかを指導

者が捉え、より高度な I~I の使い方を求めていく 1=1コで B

児の成長が促がされたと言える。

最後に、両事例に共通しているのは、子どもがその場

で求められていることが分かるよう、指導者が求める反

応や行動をシンプルに分かりやすく伝えるように努めて

いることである。そして子どもがすべきことはほんの少

しでよいように設定している。

教材は、子どもの行動の結果が子どもにとって分かり

やすいものを目指し、学習環境は指導者の提示と教材に

集仁|コできるよう工夫して設定している。また、子とともに

;:>;) 

求めている動作や反応がi明確になるよう、必要に応じて

子どもの空間や動きを限定したり、ときに受け流したり

する介助や教材提示をしている。指導者が子どもの反応

を即座に捉え、学習の中で求める動きを伝えるために、

最終的に座位姿勢をとり、対面して指導できることを選

んだことも共通点である。

これらの手だてを通して、両事例で指導者が子どもに

求める反応iが返ってくるようになり、子どもの認知町で、

の成長が見られている。 III1'j事例での指導の過程と子ども

の成長からは、使用する教材は、何を{吏うかということ

以上にどのように使うかということが重要であるという

ことが明らかである。

子どもが意欲的に学習にのぞ、めることを目指して、興

味が持てる教材を将司発し、適切に提示していくことで、

より一層の認知発達が期待できると考える。

(文責:武部綾子)
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